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WB 1:500-1:2000,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:50-1:200,IP 1:20-1:50

Calculated MW:243 kDa; Observed MW:243 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	哺乳類細胞の増殖には、ピリミジンヌクレオチドのde novo合成が必須である。この遺伝子は、ピリミジン生合成の6段階経路における最初の3つの酵素、すなわちカルバモイルリン酸合成酵素（CPS II）、アスパラギン酸トランスカルバモイラーゼ、およびジヒドロオロターゼの酵素活性に関連する三機能性タンパク質をコードしている。このタンパク質は、マイトジェン活性化プロテインキナーゼ（MAPK）カスケードによって制御されており、MAPKカスケードの活性化とピリミジンヌクレオチドのde novo生合成との間に直接的な関連があることを示している。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2015年4月]
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	CAD ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して HeLa 細胞抽出物をウェスタン ブロット分析しました。
	

	AMRe86978 を 1:1000 で使用して HepG2、T24、293T 細胞抽出物のウエスタン ブロット分析。

